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第２学年 国語科学習指導案

お話を楽しもう１．単元

「スーホの白い馬」 関連教材「ずうっと，ずっと，大すきだよ」

２．指導の考え方

○ 子どもの実態

本学年の子どもたちは，これまでに，物語文「ふきのとう 「スイミー 「お手紙」の学習」 」

では，挿し絵と叙述をつないで場面の様子を想像する力，人物の言動を表す叙述から，人物の

様子や気持ちを読み取る力を身に付け，説明文「たんぽぽのちえ 「サンゴの海の生きものた」

ち」では，事柄の順序に気を付けて読む力を身に付けてきている。

しかし，生活経験や体験したことに個人差があり，叙述を基に人物の様子や気持ちについて

想像を広げながら読み取ることがまだ十分ではない。

「関連づけて読む」活動については 「たんぽぽのちえ」で生まれた「あちらこちらにさい，

ている他の植物にもちえがあるのか 」という課題をもって，関連教材「すみれとあり」を比。

べて読むことにより 「あちらこちらにさいている他の植物にも，なかまをふやすためのちえ，

がある 」という共通点を明らかにしている。この活動を通して，植物がなかまをふやすため。

には，たくさん種をつくったり，飛ばしたり，自然や他の生き物の力を借りたりしているとい

うような植物のちえについての見方・考え方を深めることができるようになっている。また，

「お手紙」で生まれた「他のお話でも，かえるくんはがまくんのために何かしているのかな。

がまくんは何かしていないのかな 」という課題をもって，シリーズ本の中から関連教材「お。

はなし」を重ねて読むことによって 「親友」という共通点を明らかにしている。この活動を，

通して，親友とは一方向ではなく，互いに相手のことを自分のことのように一生懸命考えるこ

とと学び 「親友」についての見方・考え方を深めることができるようになっている。,

○ 教材の価値・特質

教科書教材は，貧しくて寂しい身の上だけれども，たくましくて心の優しいスーホと，スー

ホに大切に育てられ，その思いにこたえる白馬との心の結びつきを描いた物語である。本作品

は，２年生にとってはかなりの長文であるが，少年スーホと白馬との出会い，愛情の深まり，

， ，とのさまの理不尽な仕打ちによって強引に白馬と引き離されたスーホの悲しみ 白馬の死…と

起伏に富んだ展開になっているため，子どもたちは物語に引き込まれながら読み進めることが

できると考える。またそれぞれの場面で，挿し絵を手がかりにスーホと白馬のしたことに着目

しながら想像を広げて読み進めることで，ずっとお互いを思い合っている気持ちをとらえるこ

とができると考える。

文章構成の特質としては，冒頭６行は全体の前書きが書かれており，この前書き部分がある

ことで物語全体は「馬頭琴」という楽器の由来話となっていることが分かる。幼いスーホと白

馬が出会い，一緒に暮していく中で深い心の結びつきができ，白馬が死んでからも一緒にいら

れる方法として馬頭琴ができたことが描かれている。そして，できあがった楽器がモンゴル中

に広まったことを述べて閉じている。

文章表現の特質としては 「とぶようにかける 「たきのようにながれおちる」などの比喩， 」

や 「たちふさがる」などの行動を表す複合動詞 「日は一日一日とすぎていきました 「月日， ， 。」

。」 。 ，はとぶようにすぎていきました といった時を表す言葉も多く用いられている したがって

叙述から人物の様子や気持ちを読み取る力や，時間の経過を考えて読む力を身に付けさせるの

に適した教材であるといえる。

関連教材「ずうっと，ずっと，大すきだよ」は 「ぼく」が「エルフ」をいかに愛していた，

かが回想の形をとって展開されている話で，前学年で一度学習をしている 「ずうっと，ずっ。

と，大好きだよ 」を 「スーホの白い馬」でもった観点を基に読むことで，ぼくがエルフと。 ，

いっしょに過ごしていく中で，エルフを思う気持ちが，まるで兄弟のようにだんだん強くなっ

ていくことが分かる。そして，人と動物でも，いつまでも一緒にいたいと思うほどの心の結び

つきができるということについて考えさせるのに適した教材である。

○ 指導にあたって

読みのめあて

題名「スーホの白い馬」の「の」に着目し，白い馬は，スーホが飼っている大切な馬であ

ることを読み取らせる。冒頭には馬頭琴という楽器については書かれているが 「スーホ」，

や「白い馬」が登場しないことから，スーホの白い馬と馬頭琴がどのようにつながるのかを
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読み深め・確かめる読みのめあてを生み出す。

予 見

馬頭琴ができたのには，どんなお話があったのかということについて，挿し絵やスーホの

言動を基に場面ごとにまとめさせる。それらをつないで馬頭琴ができたわけを話し合い，学

級の予見を方向付ける。

学習計画

予見の方向付けをもとに，場面ごとにもっと知りたいことやよく分からないことを出し合

， 。 ，い スーホと白馬のお互いを思い合う様子や気持ちを読み確かめることを確認する そして

だれのどんな様子を中心に確かめるのか学習計画を立てる。

読み深め・確かめ

， ，スーホや白馬の言動を表す言葉を挿し絵とつないだり 類義語と比べて読んだりしながら

スーホと白馬のお互いを思い合う気持ちを読み深め・確かめる。

読み・読み方のまとめ

題名にもどって，お互いに離ればなれになっても，白馬が死んでしまった後もお互いを思

い 一緒にいたいという思いから馬頭琴が生まれたという読みのまとめをする さらに ス， 。 ，「

ーホの白い馬」のような人と動物との心の結びつきが，他の話でもあるのか考えさせ，関連

教材への導入を図る。また，時間を表す言葉や様子を表す言葉の読み方やたとえを読む読み

方，似た言葉と比べて読む読み方についてまとめる。

「関連づけて読む」活動

「ずうっと，ずっと，大すきだよ」を 「スーホの白い馬」と「関連づけて読む」ことによ，

って，一緒に成長し，死んでもなお一緒にいたいと思う人と動物の心の結びつきについての

見方・考え方を深めることができるようにする。

３．単元の目標

○ 生まれたばかりの時から心をこめて世話をし，死んでもなお一緒にいたいと願う，スーホと白

馬のお互いを思う気持ちを読み取ることができる。

○ 時を表す言葉に気を付けて場面の順序を読む読み方や，比喩や複合動詞に着目して場面や人物

の様子を想像しながら読む読み方を身に付けることができる。

○ 一緒に成長し，死んでもなお一緒にいたいと思う「スーホの白い馬」と「ずうっと，ずっと，

大すきだよ」と「関連づけて読む」ことによって，人と動物の心の結びつきについての見方・考

え方を深めることができる。

（全１５時間）４．学習計画

時 主な学習活動と内容 指導上の留意点過程

， 「 」 ）(◎基礎・基本の重点 ※ 関連づけて読む 活動に関して

１ １ 題名から考えたことや，疑問に思ったこと ○「の」の働きに着目させることで，スー

を出し合う。 ホが飼っている馬であることを読み取ら

読 ○ これまでに学習した「の」がついていた せる。

み 物語を振り返り 「の」の意味を考えさせ，

の ること

め ２ 題名で考えたこととつないで冒頭を読み， ○ 冒頭にはスーホや白い馬が出てきてい

あ 読みのめあてを生み出す。 ないことと，馬頭琴という楽器ができた

て ○ 馬頭琴ができるまでの話から，スーホの のにはわけがあるということから，スー

白い馬のことが分かるところをとらえるこ ホの白い馬が馬頭琴ができたわけに関係

と があることに気付かせる。

〔読みのめあて]

モンゴルに馬頭琴というがっきができたのには，どんな話があるのだろう。

２ １ 読みのめあてに沿って全文を読み通し，予 ○ 時を表す言葉や挿し絵，スーホの言動

見を書きまとめる。 を手がかりにして大まかなあらすじをと

予 らえさせる。

３ ２ 個人の予見を交流し，予見を方向付ける。

ある日，スーホが子馬を連れて帰って 世話をした。あるばん，白馬がおおかみの前に立ち見 心をこめて

ふさがって 羊をまもった。ある年の春，スーホが競馬にでたとき，とのさまに白馬をとり上げら必死に
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れて 。ある日のこと，白馬がとのさまから逃げたが，矢で打たれた。そのばん，スーホとても悲しんだ

のところに白馬が帰ってきたが，死んでしまった。あるばん，白馬がゆめに出てきて馬頭琴の作り方を

教えてスーホが馬頭琴を作った，という話。

〔予見の方向〕

スーホと白馬のお互いを思い合い，いつまでも一緒にいたいという思いから馬頭琴ができた。

４ １ 予見の共通点や相違点，曖昧な点等を明ら ○ 各場面で，よく分からないらないこと

かにし，読み確かめていく計画を立てる。 や，もっとくわしく知りたいことを出し

学 ５ 合い，場面ごとに読み確かめることを明

らかにする。

習 〔学習計画〕

① 子馬をつれてきて世話をしたスーホの姿から白馬に対する思いを読み深める。

計 ② おおかみの前に立ちふさがる白馬を見て，その白馬に兄弟のように話しかけるスー

ホの姿から白馬に対する思いを読み深める。

画 ③ かっとなってとのさまに言いかえす姿や，白馬をとり上げられた後のスーホの姿か

ら，白馬に対する思いを読み深める。

④ とのさまのところから逃げ出す白馬の姿から，スーホに対する白馬の思いを読み深

める。

⑤ ひどいきずをうけてもスーホのところへ帰ってきた白馬の矢をぬくスーホの姿から

白馬に対する思いを読み深める。

⑥ ゆめに出てきた白馬の姿と馬頭琴を作ったスーホの姿から，白馬に対する思いを読

み深める。

６ １ スーホが心をこめて世話をした時の，白馬 ○ 掲示している学習計画を振り返り，本

に対する思いを読んでいくことを確認する。 時で学習する内容を確認させる。

２ ある日，子馬を連れてきたときのスーホの ○ わけを話しているスーホの気持ちを，

読 気持ちを考える。 「にこにこしながら」という叙述と挿し絵

み ○ 子馬を連れてきたわけをにこにこしなが をつないで考えさせる。

深 ら話していることから，喜んでいる気持ち

め を読み取ること

・ ３ 白馬を連れてきた時から，スーホが白馬と ◎「一日一日と」という叙述から，いつも

確 どのような毎日を過ごしていたのか考える。 いっしょに，一日一日大切に過ごしてい

か ○ 毎日毎日一生懸命世話をし，大事にして たことを読み取らせる。

め いることをとらえること ○ 毎日，どんな世話をしていたのか考え

４ スーホの白馬に対する思いをまとめる。 ることでスーホの思いを読み取らせる。

○ 板書で整理したことをもとに，今日く

わしくなったスーホの思いを書きまとめ

させる。

今日のスーホはね，生まれたばかりの白馬のせわをして，毎日毎日，体をなでたり，

体をきれいにしたり，話しかけたりしていっしょににすごしているうちに，白馬のこと

に一生けんめいになっていったんだよ。

７ １ スーホが，おおかみと闘う白馬を見た時の白 ○ 前時を振り返り，学習計画をもとに本

馬に対する思いを読んでいくことを確認する。 時で学習する内容を確認させる。

２ おおかみと闘う白馬の様子について話し合 ○「立ちふさがって 「ひっしに」という」

う。 叙述から，スーホのために懸命にひつじ

○ 自分の身をもって，必死に大きなおおかみに を守ったことに気付かせる。

立ち向かおうとしている様子を読み取ること

３ 白馬のそばにかけより話しかける時の，ス ◎「これから先，どんなときでも，ぼくは

ーホの思いを話し合う。 おまえといっしょだよ 」という叙述か。

○ スーホの飼っていたひつじを必死に守っ ら，白馬のことを兄弟のように思うスー

ていた白馬への思いをとらえること ホの思いを読み取らせる。

４ スーホの白馬に対する思いをまとめる。

今日のスーホはね，じぶんのいのちがあぶないかもしれないのに，おおかみの前でひ
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っしになってたたかっていた白馬のようすを見たんだよ。そこで，じぶんのいのちにか

えてもスーホの生活にひつようなひつじをまもってくれていた思いが分かり，白馬のこ

とをまるで兄弟のように大事に思うようになっていったんだよ。

８ １ けい馬の大会で，白馬と引き離された時の ○ かっとなったスーホの態度から，白馬

スーホの白馬に対する思いを読んでいくこと のことをとても大切に思っていることを

を確認する。 読み取らせる。

２ 白馬をとられたスーホの悲しみについて話 ◎「どうしてもきえません 「そればか。」

し合う。 り考えて」という叙述から，スーホの悲

○ 大切に育て，兄弟のように思っていた白 しみの深さを読み取らせる。

馬が自分のそばからいなくなった時の思い ○ これまで一緒に暮らしてきたこととも

を読み取ること つないでスーホの思いを考えさせる。

３ スーホの白馬に対する思いをまとめる。

今日のスーホはね，生まれてすぐからいっしょにくらしてきて，きょうだいのように

大事に思っていた白馬をみがってなとのさまにとられたんだよ。そして，ぶじにくらし

ているのか，せわをしてもらっているのか，心ぱいで心ぱいでたまらなくて，その心ぱ

いな思いは，だんだんと大きくなっていったんだよ。

９ １ とのさまのところから逃げ出した時の白馬 ○ 自分勝手なとのさまから逃げる白馬の

の様子をくわしく読んでいくことを確認する 様子から，スーホへの思いを読み取らせ。

る。

２ ある日，とのさまから逃げ出したときのス

ーホの様子を話し合う。

( ) 逃げ出すまでの白馬の思いを考える。 ◎ 心をこめてせわをしてくれたスーホと1

○ スーホとの暮らしと，とのさまとの暮ら の生活を想像して，白馬の思いを考えさ

しを比べ，白馬の気持ちをとらえること せる。

( ) 白馬が走りつづけた時の白馬の気持ちを2

考える。 ◎「つぎつぎに矢が～ 「それでも，～」」

○ 傷を負っても走りつづける白馬の気持ち と言う叙述と，これまでに学習した場面

を考えること をつないで読むことで，白馬の思いを考

３ 本時の白馬の様子を書きまとめる。 えさせる。

今日の白馬はね，スーホとくらしていたときとぜんぜんちがい，みがってなことばか

りするとのさまのところからにげだしたんだよ。体に何本も矢がささっていたくても，

くるしくてもとまらずに，ぜったいにつかまらないように，力いっぱいにげていったん

だよ。

１ ひどい傷を受けながら帰ってきた時の，ス ○ 前時に学習した走り続けた白馬と様子10

。ーホの白馬に対する思いを読んでいくことを とつないでスーホの思いを読み取らせる

確認する。

【

２ 帰ってきた白馬の様子を話し合う。 ○「矢が何本も 「たきのように」や「走っ〇 」

○ 苦しい状態で長い時間走ってきたことか て，走って 」などの叙述から，白馬のひ組 ，

ら，白馬のスーホへの思いを読み取ること どい様子や，必死にスーホの所へもどっ本

てきた事を考えさせる。時

３ ひどい傷を受けている白馬を何とかしたい ◎ 白馬の様子から，どんな思いで矢をぬ

】

と思うスーホの思いについて話し合う。 いているのか吹き出しに書かせ，スーホ

○ 歯を食いしばりながら矢を抜き 「ぼく にとって白馬が大切な存在であることに，

の白馬」と言うスーホの様子や思いを読み 気付かせる。

取ること

４ スーホの白馬に対する思いをまとめる。 ○ 板書で整理したことをもとに，スーホ

の思いを書きまとめさせる。

今日のスーホはね，何日もはなれていた白馬がかえってきたけれど，体じゅうに何本

も矢がささったり，あせがどんどんとながれているようすを見ておどろいたんだよ。矢

をぬきながら，大事な白馬がひどくきずついていることや，だんだんよわっていくこと
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がとてもくやしくてかなしい気もちでいっぱいだったんだよ。

１ 馬頭琴を作ったときのスーホの白馬に対す11

る思いを読んでいくことを確認する。

２ スーホのかなしさとくやしさについて話し ○ これまでに学習したことを想起し，何

合う。 が悲しいのか，何がくやしいのか考えさ

○ 大事に思っていた白馬との永遠のわかれ せる。

の悲しさや，白馬を殺されたくやしさ等を

振り返ること

３ スーホが馬頭琴を作ったわけを考える。 ◎ いつも白馬といっしょにいたスーホの

○ 夢で言った白馬の言葉から，夢中で組み 死んでもなお白馬と一緒にいたいという

立てたわけを読み取ること 思いを考えさせる。

４ 馬頭琴をつくったスーホの白馬に対する思 ○ 板書で整理したことをもとに，スーホ

いをまとめる。 の思いを書きまとめさせる。

今日のスーホはね，生まれてすぐからいっしょにくらしていたかぞくのように大事な

白馬がしんでしまって，とてもかなしんでいるんだよ。日にちが立つほど白馬とすごし

， ， ，てきたことを思い出してかなしくてたまらなくなったり くやしくなったりして 毎日

白馬のことばかり考えていたんだよ。 そして，しんでからもずっといっしょにいられ

るほうほうが馬頭琴をつくることだったんだよ。それほど，白馬といっしょにいたいと

いう思いが強かったんだよ。

１ これまでの読みをもとに，読みのまとめを ○ 馬頭琴ができたわけをまとめ，馬頭琴12

する。 がモンゴル中に広まったわけを考える。

２ 二人の関係について考える。 ※ スーホと白馬には，とても強い心の結

○ スーホと白馬が一緒に暮らしていくうち びつきがあり，他の話でも心の結びつき

に，兄弟のような関係になっていったこと があるのかという問題意識をもたせる。

をとらえること

３ 学習を振り返り，読み方のまとめをする。 ○ 学習した読み方を振り返り 「読み方13 ，

○ 時を表す言葉を読む の種」としてまとめる。これからの学習

○ たとえを読む に生かせるようにする。

○ 似た言葉と比べて読む

１ 関連教材を読み，人と動物との心の結びつ ※「大きくなっていくまで 「毎日の暮ら14 」

きについて考えていくことを確認する。 し 「何かあったときの思い 「死んだ」 」

時の思い」という観点をもって，教材文

関 を読ませる。

連 ２ 心の結びつきが分かる挿し絵を選ぶ。 ○ 一緒に何かをして，兄弟のように過ご15

づ ○ いつもそばにいて兄弟のようにしている挿 していることに気付かせる。

【

け し絵をえらぶこと

〇

て ３ 心の結びつきが，叙述の中にどのように書 ○「いっしょに 「まいばん」などの言葉組 」

読 かれているのか考える。 を基に，ぼくとエルフが一緒に大きくな本

む ○ ぼくはエルフと常に一緒にいて楽しんだ っていく中で，心の結びつきが強くなっ時

り，心配したりしている様子を読み取ること ていることを読み取らせる。

】

４ 人と動物の心の結びつきについて考える。 ※ ２つの教材を読み比べることで，人と

○ スーホの白い馬 と ずうっと ずっと 動物でも兄弟のような心の結びつきがあ「 」 「 ， ，

大すきだよ」を比べて読みながら，人と動 ることを読み取ることができる。

物の心の結びつきを読み取ること

「スーホの白い馬」で，スーホが白馬のことを大切に思っているように 「ずうっと，，

ずっと，大すきだよ」でも，ぼくとエルフが小さいころからいっしょにくらしてきて，

いっしょにねたり，ごはんを食べたり，動けなくなったら心ぱいしたり，まるで自分の

。 ， 。兄弟のように心がつながっていた だから どちらも心のむすびつきがとても強かった

ほかの話でもそうだろう。

読
み
・
読
み
方
の
ま
と
め
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第２学年〇組 （公開授業〇）

（１５／１５） 関連づけて読む５．本 時

６．本時の目標

○ 主人公のぼくがエルフに対してしたことを，スーホの白い馬でのスーホのしたことと関連づけ

て読み，人と犬でも心の結びつきができることを読み取ることによって，人と動物の心の結びつ

きについての見方・考え方を深めることができる。

○ 人物の言動を表す叙述から，事柄の順序に気を付けて読む読み方や，場面や人物の様子を想像

して読む読み方を活用することができる。

７．本時指導の考え方

前時までに，子どもたちは 「スーホの白い馬」で死んでからもなおずっと一緒にいたいと願，

， （ ） （ ） 。 ，う スーホ 人 が白馬 動物 を思う深い心の結びつきを読み取る学習を行っている その際

「大きくなっていくまで 「毎日の暮らし 「何かあったときの思い 「死んだ時の思い」という」 」 」

観点があったことを確認している。

本時は，１年生で学習した，人と動物の心の結びつきが描かれている「ずうっと，ずっと，大

すきだよ」において，ずっと一緒にいたいという共通点から，人と動物の関わりの中でも人と人

の関わりのような心の結びつきができるということを読み取ることによって，心の結びつきにつ

いての見方・考え方を深める学習である。

そのために，まず，スーホが白馬とずっと一緒にいたいと思うようになったのには，どんな心

の結びつきがあったのか振り返る。次に 「ずうっと，ずっと，大すきだよ」の挿し絵から心の，

， 。 ，結びつきが分かるものを選び 叙述にはそれがどのように描かれているのか考えていく そこで

ぼくとエルフがずっと一緒にいることや，兄弟のように暮らしていることが分かり，スーホの白

い馬で学習したことを比べながら考えていくことで 「一緒に大きくなったこと 「毎日一緒に， 」

いて，遊んだり，世話をしたりしたこと 「動物の身に何かあったら心配していたこと 「死ん」 」

だときにはとても悲しんだこと」という共通点から心の結びつきができてきたことを押さえてい

く。最後に，馬でも犬でも，いつも一緒にいて兄弟のように暮らしていく中で，人と人の関わり

のような心の結びつきができるということを書きまとめさせる。

８．板書計画

ス
ー
ホ
の
白
い
馬

お
話
を
楽
し
も
う

学
し
ゅ
う
の
め
あ
て

「
ず
う
っ
と
、
ず
っ
と
、
大
す
き
だ
よ
」
を
読
ん
で
、
人
と
ど
う
ぶ
つ
と
の

心
の
む
す
び
つ
き
に
つ
い
て
考
え
よ
う
。

ス
ー
ホ
の
白
い
馬

ず
う
っ
と
、
ず
っ
と
、
大
す
き
だ
よ

子
馬
か
ら
育
て
た
。

い
っ
し
ょ
に
大
き
く
な
っ
た
。

毎
日
、
い
っ
し
ょ
に
い
た
。

毎
日
、
い
っ
し
ょ
に
あ
そ
ん
だ
。

心
を
こ
め
て
せ
わ
を
し
た
。

、

。

う
ご
け
な
く
な
っ
て

せ
わ
を
し
た

兄
弟
に
い
う
よ
う
に

ど
ん
な
と
き
で
も
い
っ
し
ょ
だ
よ

兄
弟
の
よ
う
に
、
か
ぞ
く
の
よ
う
に

白
馬
を
と
ら
れ
て
と
て
も

年
を
と
っ
て
う
ご
け
な
く
な
っ
て

心
ぱ
い
し
た
。

心
ぱ
い
し
た
。

死

死

ね
む
れ
な
い
く
ら
い
か
な
し
ん
だ
。

か
な
し
く
て
た
ま
ら
な
い

か
わ
り
は
い
な
い

ず
っ
と
い
っ
し
ょ
に
い
た
い

ほ
か
の
犬
は
か
わ
な
い

学
し
ゅ
う
の
ま
と
め

二
つ
の
お
話
を
読
ん
で
、
馬
や
犬
で
も
い
っ
し
ょ
に
く
ら
し
て
い
く
と
、
あ

い
て
を
思
う
気
も
ち
が
か
さ
な
っ
て
い
っ
て
、
ま
る
で
兄
弟
の
よ
う
に
つ
よ
い

む
す
び
つ
き
が
で
き
て
く
る
。

人とどうぶつも，兄弟のような心のむすびつきができる。

大きくなるせわをしたなにかあったしんでしまった
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９．本時の展開

学習活動と内容 指導上の留意点（※ ）「関連づけて読む」活動に関して

１ 学習のめあてを確かめる。 ○ 前時までに学習したことから，スーホ

と白馬の心の結びつきの観点について振

り返り 「ずうっと，ずっと，大すきだ，

よ」での心の結びつきについて考えてい

〈学習のめあて〉 くことを意識付ける。

「ずうっと，ずっと，大すきだよ」を読んで，人と動物の心の結びつきについて考えよう。

２「ずうっと，ずっと，大すきだよ」を読み，ぼくと ○ ４つの観点を基に，自分が結びつきが

エルフの心の結びつきについて話し合う。 あると気付いた挿し絵を発表させる。

( ) スーホの白い馬と同じように，心の結びつきが ○ 観点をもって挿し絵を読むことで，い1

分かる挿し絵を選ぶ。 つも一緒に兄弟のように過ごしているこ

とに気付かせる。

( ) 叙述の中のどの言葉から心の結びつきが分かる2

のか考え，結びつきが分かるわけを話し合う。

○「大きくなっていくまで」という観点から，心の ○ 挿し絵と叙述をつないで，ぼくとエル

結びつきをとらえること フが小さいときから兄弟のように一緒に

・ いっしょに大きくなった （叙述から） 大きくなっていることを読み取らせる。。

・ いっしょに暮らしている （挿し絵から）。

○「毎日の暮らし」という観点から，心の結びつき ○ ぼくとエルフがしていることを自分た

きをとらえること ちの生活とつないで，飼い犬というより

・ あったかいおなかをいつもまくらにする。 兄弟のように接していることを読み取らせる。

・ いっしょにゆめを見た。

・ ぼくの犬

○「何かあったときの思い」という観点から，心の ○ 階段を上れなくなっても，かかえて連

結びつきをとらえること れて行くほど一緒にいようとしていると

・ 年をとってうごかなくなってきた。 ころから，ぼくの思いを考えさせる。

・ ぼくのへやでねなくちゃいけない。

○「死んだ時の思い」という観点から，心の結びつ ○ 悲しくてたまらなくなったり，ずっと忘

きをとらえること れられなかったりしている悲しみの様子を

・ かたをだきあった。 読むことで心の結びつきの強さを読み取ら

・ かなしくてたまらなかった。 せる。

３ 人と動物の心の結びつきについて分かったことを

話し合う。

○ ぼくはエルフといつも一緒にいて，喜んだり， ※ 板書をもとに 「スーホの白い馬」と，

心配したりしていることを理解すること 「ずうっと，ずっと，大すきだよ」を比

べた共通点から，人と動物の心の結びつ

きについての自分の考えを発表させる。

４ 本時学習のまとめをする。

( ) 本時で読み深め・確かめたことを振り返り，分 ※ 人と動物でも，一緒に生活をしていく1

かったことを書きまとめる。 中での日々の思いの重なりから，人と人

○ ２つの教材の共通点から，心のつながりについ の関わりのような心の結びつきができる

てとらえること ということをまとめる。

「スーホの白い馬」でスーホが白馬のことを兄弟のように大切に思っているように 「ずう，

と，ずっと，大すきだよ」でも，ぼくとエルフが小さいころからいっしょにくらしてきて，

話しかけたり，心ぱいしたり，とても悲しんだりしている。わたしが，いもうとにしている

ようなこともしていて，まるで兄弟のように心がつながっている。だから，人とどうぶつも

人間のように心のむすびつきができる。

( ) 本時で使った読み方のまとめをする。 ※ 本時で使った読み方を振り返り 「読2 ，

○ 事柄の順序に気を付けて読む み方の種」としてまとめる。

○ 場面や人物の様子を想像して読む
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第２学年〇組 （公開授業〇）

（１０／１５） 基礎・基本５．本 時

６．本時の目標

○ ひどい傷を受けながらも，家へ戻ってきた白馬の様子や，白馬にささっている矢を抜くスーホ

の気持ちを読み取り，スーホと白馬の心の結びつきをとらえることができる。

○「走って，走って」という繰り返しの言葉を読む読み方や 「うちの白馬」と「白馬，ぼくの白，

馬」の言葉を比べて読む読み方を身に付けることができる。

７．本時指導の考え方

前時までに，子どもたちは，スーホがしたことから白馬への思いや，白馬の様子からスーホへの

思いを読み取り，互いの心の結びつきを読み確かめている。

， ， ，本時は とのさまから命がけで逃げてきた白馬を見て 矢を抜く時のスーホの気持ちを読み取り

スーホと白馬の心の結びつきの深さを読み確かめる学習である。

そのために，まず，酒盛りの場から逃げ出した白馬の様子を想起し，白馬はどうなっていくのか

という，本時のめあてを確認する。次に，白馬が戻ってきた時にスーホが跳ね起き，白馬のもとへ

かけて行ったことから 白馬に会える喜びやずっと心配していた気持ちに気付かせる そして 矢， 。 ，「

が何本もつきささり」や「あせがたきのようにながれおちて」という叙述から，白馬がひどく傷を

受けている様子を思い描かせ，それでも長い時間ずっと走り続けて，スーホのもとへ戻ってきた様

子を読み取らせる。また，そんな白馬を助けたいと思うスーホの気持ちを，歯を食いしばりながら

矢を抜く様子から考え，吹き出しに書かせる。その後 「うちの白馬」と「ぼくの白馬」の意味の，

違いを考えて 「白馬，ぼくの白馬，しなないでおくれ 」と，スーホがどんな気持ちで言ったの， 。

かを発表させる。最後に，命が消えていく白馬とそれを見守るスーホの様子を読み取り，二人の心

の結びつきを読み確かめる。

８．板書計画
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る
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る
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９．本時の展開

学習活動と内容 指導上の留意点(◎基礎・基本の重点)

１ 本時のめあてを確認する。 ○ 白馬がとのさまから逃げた様子を想起

し，本時学習への意欲をもたせる。

〈学習のめあて〉

はを食いしばりながら，白馬にささっている矢をぬくスーホのようすをくわしく読みとり，

スーホの白馬への思いを読みたしかめよう。

２ 本時場面を音読する。 ○ スーホのしたことに気を付けながら音

読させる。

３ 白馬が戻ってきたと知った時の，スーホの気持ち ○「はねおきる」と「おきる」を比べて読

を話し合う。 み，スーホの気持ちを考えさせる。

○ 白馬に会える喜びと，ずっと心配していた気持 ○ 競馬の大会の場面で，白馬と別れてか

ちに気付かせること らスーホがずっと心配していたこととつ

ないで，スーホの気持ちの高まりを読ま

せる。

４ 戻ってきた白馬を助けようとするスーホの気持ち

を話し合う。

( ) 帰ってきた白馬の様子を話し合う。 ◎「矢が何本も」や「たきのように 「走1 」，

○ 苦しい状態で長い時間走ってきたことから，必 って，走って」などの叙述から，白馬の

死にスーホのところへもどってきた様子を読み取 傷がひどいことや，それでも必死にスー

ること ホの所へ戻ってきたことを考えさせる。

( ) 白馬に刺さった矢を，歯を食いしばりながら抜2

， 。くスーホの気持ちを 吹き出しに書いて話し合う

○ 必死に帰ってきた白馬の様子を見た，スーホの ○ 白馬のひどい傷を何とかしたいと思っ

思いを読み取ること た，スーホの気持ちを想像させる。

( )｢しなないでおくれ」というスーホの言葉を音読 ◎ 繰り返しの言葉や 「うちの白馬」と3 ，

し，どんな気持ちで言ったのかを考える。 「ぼくの白馬」の意味の違いを考えて読

○ スーホにとって，白馬は兄弟のように大切な存 み，スーホがどんな気持ちで言ったのか

在であることを読み取ること を発表させる。

・ ちがとまらないよ。どうしたらいいんだろう。くやしい。

・ もう，はなれたくないのに。 ・ ずっといっしょにいたいんだよ。

・ おまえはだれよりも大じなんだよ。だからしなないで。

( ) 白馬の命が消えていく間，スーホがしたことを4

話し合う。

○ 白馬のスーホへの思いと，白馬を助けようとす ○ 弱りはてた白馬に対して，スーホがど

るスーホの思いから，スーホはずっと白馬のそば んなことをしながらそばにいたのかを，

にいて，見守っていたことを読み取ること 想像させる。

５ 本時学習を振り返り，まとめる。

( ) スーホの白馬に対する思いを，本時の学習のま1

とめに書き，発表する。

○ 兄弟のように大切な存在の白馬が死んでいく悲 ○ うまくまとめられない子どもに対して

しさや，少しでも痛みを和らげたいという気持ち は，板書を見ながら本時を振り返り，書

を読み取ること きまとめさせる。

今日のスーホはね，何日もはなれていた白馬が帰ってきたけれど，体じゅうに何本も矢が

， 。 ，ささったり あせがどんどんとながれたりしているようすを見ておどろいたんだよ そして

矢をぬきながら，大事な白馬がひどくきずついていることがくやしくて，とてもかなしい気

もちでいっぱいだったんだよ。

( ) 本時で学んだ読み方についてまとめる。 ◎ 板書を使って本時の学習を振り返り，2

○ 言葉を比べて読む 掲示している「読み方の種」とつないで

○ くり返しの言葉を読む読み方 まとめる。
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第２学年〇組 （公開授業〇）

（１０／１５） 基礎・基本５．本 時

６．本時の目標

○ ひどい傷を受けながらも，家へ戻ってきた白馬の様子や，白馬にささっている矢を抜くスーホ

の思いを読み取り，スーホと白馬の心の結びつきを読み確かめることができる。

○「走って，走って」という繰り返しの言葉の読み方や 「うちの白馬」と「白馬，ぼくの白馬 」， 。

の言葉を比べて読む読み方を身に付けることができる。

７．本時指導の考え方

前時までに，子どもたちは，スーホのしたことから，スーホの白馬への思いと，白馬の行動を読

み取り，互いの心の結びつきを読み確かめている。

本時は，とのさまから命がけで逃げてきた白馬を見て矢を抜く時のスーホの思いを読み取り，

スーホと白馬の心の結びつきの深さを読み確かめる学習である。

そのために，まず，酒盛りの場から逃げ出した白馬の様子を想起し，その後の白馬はどうなって

いくのかと，本時へのめあてを確認する。本時は「逃げ出したそのばん」なので，数時間が経過し

ていることを押さえる。次に，外で音がしてから白馬のもとへかけていくまでにスーホが急いでい

る様子から，白馬に会えるという思いの高まりを読み取る。その際 「おきる」と「はねおきる」，

の違いを比べ，急いで起きたことから，スーホが白馬をずっと心配していたことに気付かせる。そ

して，矢が何本も突き刺さった状態で走り続けた白馬の様子を読んでいく 「あせがたきのように。

ながれおちて」や「走って，走って，走り続けて」といった叙述から，白馬は数時間休み無く走り

続けたことや，スーホのもとへ戻ってきたことに気付かせる。そして，そんな白馬を何とかしたい

と思うスーホの思いを，歯を食いしばりながら矢を抜く様子を考えさせる。また 「白馬，ぼくの，

白馬，しなないでおくれ 」と白馬を繰り返していること 「ぼくの白馬」と狼を追い払った後の。 ，

「兄弟に言うように」を比べることで，スーホの思いはますます深まり，兄弟以上に大切な存在に

なっていることに気付かせる。最後に，白馬の命が消えていく様子を読み取り，それを見守るスー

ホの様子を考えさせる。

８．板書計画
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９．本時の展開

学習活動と内容 指導上の留意点(◎基礎・基本の重点)

１ 本時のめあてを確認する。 ○ 白馬がとのさまから逃げた様子を想起

し， 本時学習への意欲をもたせる。

〈学習のめあて〉

はを食いしばりながら，白馬にささっている矢をぬくスーホのようすをくわしく読みとり，

スーホの白馬への思いを読みたしかめよう。

２ 本時場面を音読する。 ○ スーホのしたことや白馬の様子を表す

言葉に気をつけて音読させる。

３ 白馬が戻ってきた時の様子を読み取る

( ) いそいで白馬のところへ行く様子から，スーホ ○「はねおきる」と「おきる」を比べて読1

の思いを考える。 み，スーホの思いを考えさせる。

○ 驚いている。 ○ ５の場面でスーホが心配していたこと

○ ずっと心配していたからうれしい。 とつなげて，スーホの思いの高まりを

○ 早く会いたい。 読み取らせる。

○ 喜んでいる。

( ) 戻ってきた白馬の様子から，分かることを発表 ○ 叙述と挿し絵をつないで読み，白馬の2

する。 様子を読み取らせる。

「 」 「 」 ，○ 矢が何本も突き刺さっている。 ○ つきささる と ささる を比べたり

○ 汗が滝のように流れている。 「何本も」という叙述から様子を考えた

。○ 血が勢いよく出ている。 りすることで白馬のけがの深さを読ませる

○ 傷がたくさんある。 ○「たきのように」という例えや 「走っ，

， 」 ，て 走って という繰り返しの叙述から

休み無く何時間も走り続けたことに気付

かせる。

４ 歯を食いしばりながら矢を抜くスーホの様子から ○ 動作化をさせることで，スーホの気持，

その時の思いを読み取る。 ちを想像しやすくする。

( ) 矢を抜くスーホの様子から，思いを考える。 ○「ふき出す」と「出る」を比べて読み，1

○ いたいだろう。 傷の深さに気付かせる。

○ なかなか抜けないよ。

○ 血が止まらない。どうしたらいいんだろう。

( ) 死なないでおくれと言ったスーホの思いを考 ◎ 繰り返しの言葉やぼくの白馬と呼びか2

える。 けるところから，思いを考えさせる。

・ どうしても血が止まらないよ。どうしたらいいんだろう。くやしい。

・ もう離れるのは嫌だよ。

・ お前は誰よりも大事なんだよ。だから死なないでくれ。

( ) 白馬の命が消えていく様子を読み取り，スー3

ホがしたことを考える。 ○「だんだん」という言葉から，命が消え

○ ずっと泣いている。 ていくまでの時間を考え，その間のスー

○ 白馬の体をなでている。 ホがしたことを想像させる。

○ ずっと白馬のそばにいてはなれない。

○ 白馬に話しかけている。

５ 本時学習を振り返り，まとめる。

( ) スーホの白馬に対する思いを，学習のまとめ ○ うまくまとめられない子どもに対して1

に書きまとめ，発表する。 は，板書を見ながら本時を振り返り，書

( ) 本時で学んだ読み方についてまとめる。 きまとめさせる。2

○ 言葉をはずして読む ○ 板書を使って本時の学習を振り返り，

○ 繰り返しを読む 掲示している「読み方の種」とつないで

まとめる。
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☆「読み」と「考え，感想」については使い分けて書いてください。

「読み」 →文章中の叙述をもとにした解釈や読み取り。

（子どもが書きまとめた予見，読み深め・確かめの書き込みなど）

「考え，感想」→文章を読んだり学習をしたりして考えたことや思ったこと。

（読みのまとめでの「白鷹さんの考えについて」や「戦争や平和について考えた

こと」や「三年とうげのおもしろかったところ 「松井さんへのお手紙」など）」


